






第 17 回早稲田矯正保護展実行委員会 
 
 
1 第 17回早稲田矯正保護展の概要 




















【第 17 回早稲田矯正保護展概要】 
テーマ： 高齢者の再犯防止 －司法と福祉の架橋となるために－  
日時： 2012（平成 24）年 11 月 29 日（木）13：00～17：00  









学生 野上智行（早稲田大学文学部 3 年） 
学生 長谷部悦郎（早稲田大学法学部 3 年） 
 






















































  <トークセッションの様子> 左から Paix2の Manami さん、Megumi さ







































































Paix2 と学生との対談「『高齢者の再犯防止』について」 143 
 
ようなことをしないと出所者はなかなか社会に溶け込めないのではないか
という考えに至りました。Paix2 のお二人のライブ活動もあると思います
が、他にどのような活動をしたら犯罪者や出所者がもっと社会に受け入れ
られやすくなると思いますか。 
Megumi：そうですね…。ある程度技術などが必要なものなら、それをマス
ターしてからじゃないと出所者は働けないと思います。ただ、単純な農作
業など、そうじゃないものもあると思うので、そのような仕事をマスター
する施設があって、まずはさほど難しい知識や技術がなくても働ける、働
きやすいものがあるといいのではないでしょうか。そして、そこで得られ
た賃金などを活用して、それから先に自分が本当にやりたいと思うものに
投入して、そこから卒業するという形が、私の中ではベストだと思ってい
ますので、そのような施設が増えるといいのではないかと思います。 
長谷部：なるほど。ありがとうございます。 
まだまだお話をお伺いしたいところですが、そろそろお時間の方がきて
しまいました。今日は Paix2のお二人ならではの貴重なお話をありがとう
ございました。 
Paix2：ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
